
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

小中一貫教育校高円寺学園におけるモデル部活動 

教員が技術指導・大会引率に携わらない新たな部活動 

ニュースレター 第３号 

令和６年１月 東京都 

 

未来へ つなぐ 部活動改革 

「学校部活動の地域連携・地域移行に関する推進計画」（令和５年３月 東京都）に基づき、学校 
部活動の地域連携・地域移行の背景や、地域におけるスポーツ・文化芸術環境の将来像、見込ま 
れる効果、スケジュール等について、区市町村、生徒や保護者、スポーツ・文化芸術関係者、学 
校関係者等の皆様に、定期的にお知らせいたします。 

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（運動部活動の地域移行等に向けた実証事業） 

リーフラス株式会社 

２ 杉並区 

バスケットボール サッカー バドミントン ソフトテニス 軟式野球 

・平日も休日も一体的に、民間事業者の専門的な指導者が

指導等を行い、教員が技術指導や大会引率等に携わらな

くてもよい環境を構築 

・少人数の部活動は、他校との合同部活動とし、活発で魅

力ある活動を実施 

※ 本モデル事業のほか、新たなスポーツ活動の場として、複数の種目を 

体験することができるマルチ・スポーツクラブを実施 

 

 
運動５部活動 

株式会社 Sports&Works ／ 京浜企業株式会社 

スポーツ庁の委託事業として、将来にわたり子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保す

ることを目的に、部活動の地域連携や地域移行に向けた環境の一体的な整備を図るため、実証事業に取り組んで

います。本号では、品川区、杉並区、板橋区、狛江市の取組を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１ 品川区 

しながわ地域部活動 

品川ならではの特色を生かしたクラブ 

ホッケー ラグビー 

一般社団法人東京都ホッケー協会 ／ 一般社団法人ＳＲＵ品川区ラグビーフットボール協会 

・東京 2020 オリンピック競技大会の開催会場とな

ったホッケー競技場で、複数のコーチが専門的に

指導 

・区内私立中学校のホッケー部と交流試合を実施 

・区内にある企業のラグビー場で練習を体験 

・９年間の一貫教育を生かし、５年生から９年生

（小５から中３）までを参加可能として、体育の

授業でのタグラグビーの指導との関連を図る 

 

 ホッケー 
 ラグビー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日本体育大学の体育分野や健康管理分野における 

専門的な教育力及び研究力を活用した連携事業の実施 
 

○ 部活動の地域連携・地域移行における調査・研究 

○ 都立学校等の運動部活動の運営や学生等による指導 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 板橋区 

学校の枠を越えた仲間と主体性を育むクラブ 

いたばし地域クラブ 

女子サッカー ｅスポーツ 

株式会社東急スポーツオアシス ／ 学校法人創志学園クラーク記念国際高等学校 CLARK NEXT Tokyo 

・中学校に女子サッカー部がないため、平日は他の

部活動に所属し、休日はクラブに参加 

・指導者は、基本となる知識・技能を教えた上で、 

生徒に対話を通して考えさせることを大切に指導 

 

・各々がやりたいゲームをプレイするのではなく、

年間を通じて、チームで一つのゲームをプレイ 

・区内の私立高校に指導を委託し、当該校の施設・ 

設備を使用 

発行日：令和６年１月 26 日  発行者：東京都  問合せ先：教育庁指導部 03（5320）7474 

 女子サッカー  ｅスポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４ 狛江市 

東京都教育委員会と日本体育大学は、連携協力に関する協定を締結しました！ 

市内 4 校合同で生徒の活動機会を確保するクラブ 

チーム狛江 

軟式野球 

ハンドボール 

リーフラス株式会社 

・平日は各学校で部活動として練習を行い、休日は

自転車等で移動し、一つの学校に集まって練習 

・公式戦の夏季大会に合同チームとして出場 

（普段から他校の顧問と連携し、公平な采配） 

 

 

・ハンドボール部が市内１校にしかなかったが、拠

点校方式にしたことで他校の生徒も参加が可能に 

・競技経験が豊富な人材を指導者とし、質の高い練

習を実施 

  
軟式野球 ハンドボール 

学校部活動の地域連携・地域移行の実現 


